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耐水性構造及び仮比重の時期的変化 と

受蝕性 に及ぼす影響

風 蝕 に 関 す る 土 壌 肥 料 学 的 研 究 （第 4 報）

報文
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夙に対す る土壌 の受 蝕性は直

接には乾燥状態 の表土 の構造 に

ょっ て決 ま るが ， こ の乾 燥状 態

の構造に及ぼす 耐水性構造 の影

響につ い てほ 区 々 の こ とが 云 わ

れてい る。

C A LD W E L L ＆E LL IS l）ほ Clay

とアル カ リ可 溶 腐 植 の 結 合 力 と

耐水性団粒 の粒径分布 との相関

を見出 し， Clay と腐植 が風蝕 に

対する掘抗力を増 す と し て い

る。

同様に C H E P 比2）は粒径0．42

m m 以上 の もの及び 0．02m m 以

下の耐水性団粒 の増加に よ り土

塊を増 し受蝕性を減ず ると云つ

てい る。

文一方 H A R 工）T 3）は B av aria

おけ る黒泥土の研究 か ら耐水

団粒及び腐植 の質 と量 のいず

れも風 蝕に 影響 しな い と結 論 し

いる 。

耐水性構造の風蝕に及ぼす影

を知 る前程 として，栃 木県那

野ケ原の受蝕性土壌 と耐蝕性

の季節的変化について調査を

い，受蝕性 との関係 について

した 。
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第 1表 耐 水 性 粒 子 の 粒 径 分 布
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備考 一次粒 子 と団粒 を分離 していない 0 耐 蝕 性 X 受 蝕性

これに近

ている耐蝕性土壌 の 6 地 点 の表土 10 cm を 採 集 し

東東 山農 試 昭 和 35年 7 月 8 日受 理
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た。

団粒分析j）は原土 を 5・16m ェn の節 を通過 させた後，振

巾2．5cm ，振塗速度毎分20回転 の団粒分析器中で 1 時間

水中坂 主盈を行つた。

仮比重ほ 100cc 容採土円筒を用いて表土を採集 し自然

状態の仮比重を測 定 した。
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乙 結果及び考察

1954年 8 月 ， 1955 年 4 月 ， 1957年 5 月 ， 1957年 11月 の

4 回 にわたつて測定 した一次粒子をも含 めた耐水性粒子

ほ第 1 表 の とお りで あ る0

受 蝕性で ある戸 田は土性 も比較的粗 く， 1 m m 以上 の

耐水 性粒子は他 の土壌 に比較 して少ないが，受蝕性で あ

る四 ッ谷は耐蝕性 である小滝 に比較 してわづかに少 く，

受蝕性で ある佐野は耐 蝕性の沓掛よ りも多 く他 のいずれ

の耐蝕性土壌 よ りも多い。 この耐水性粒子 と冬期の表土

の土塊5）の m ea n W eig bt－diam eter6）の値 は第 2 表に示

すとお りで あ る。

冬期の d ry clod の m ean 耶 ig ht－d iam eter は耐蝕性

である沓 乱 箭坪 が大 きく，次 いで小滝で あつて受蝕性

土壌 はいずれ も小 さいのに対 して，耐水性粒子では受蝕

性で ある佐野が最 も大 きく，d ry clod の場合 と傾向は一

致 しない。

C 汀EP IL 7）は＞0．84m m 耐 水性粒子が乾燥状態 の Clod

の増加及び受蝕性 の減 少に大 きな影響 を及 ぼす としてい

るが， これ らの供試土壌 の 1 m m 以上 の耐 水性粒子 につ

いて も受蝕性で ある佐野ほ多 いに も拘 らず ，乾燥状態 の

第 3 表 時 期 別 の 耐 水 性 団

耐水 団

土壌 i 土 佐

小滝0 L iC

採集

月

月

月

月

8
4
5
11

年
年

年
年

4
5
7
7

5
5
5
5

9
9
9
9

1
1
1
1

四ッ 谷 ×

沓掛○

C  L

C・L

9 ヲ皇 』

8 ．0 】

7
1
3
5．

lレ
1・。
％
．
．6

8

7

0

6
6
1
1

1
1
1
1

月

月

月

月

（
〕
〇

．4

5

11

年
年
年
年

▲4
5
7
7

5
5
5
5

9
9
9
9

1
1
1
1

月

月

月

月

8
4
5
11

年
年
年
年

4
5
7
7

5
5
5
5

9
9
9
9

1
1
1
1

2
1
7
0

1
5
5
5

1

4
1
6
3

9
4
9
01

8
2
5
7

0
8
8
9

1

4
6
0
5

1
2
3
2

1
1
1
1

第2 表 m ea n w eig h t－diam eter

m e a n  w e i g 土 1 ト d i a m e t e r

と飛土開始風速
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叉風洞に おける飛土 開始風速 も 小

さい。受蝕性で ある四 ッ谷，戸 田は耐蝕性で ある小滝，

箭坪 に比較 して夫 々耐 水性粒子は少ないが，小滝 と四ッ

谷の差はわづ かで ある0

さ らに一次粒子 を分離 した時期別の耐水性 団粒 の傲 土

第3 表 の とお りで あ る。

c H 苫P IL 7，8）に よ る と＞ 0絹 4m m 耐水 性 団 粒 は 春 よ りも

秋に多 く， 冬季には霜柱 と凍結 に よつ て大 きな耐水性団

粒ほ破顔 され ，細い粒子を 中庸 な耐水性 団粒に結合する

傾 向が あ る とい う。
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これ らの土壌問 には時期的変

化に一 定の慣 向ほ見 られなかつ
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第4 表 現地表土の仮比重
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第5 表 ベ ン トナ イ ト添 加 に よ る耐 水 性 団粒 の変 化
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叉耐蝕性土壌 の仮比重 は受 蝕性土壌 よ りも大 きいが，

火山砂礫を含刹 宿根の少 い場合 や海岸 の砂質 土の場合 に

ほ必ず しも受蝕性土壌 の仮比重ほ小 さくない こ とは 既

軒）に よつ て も明 か で あ る。

夙蝕防止対策 としてはベ ン トナイ トの如 き膨脹格子型

粘土が乾燥に したがつ て土壌 の凝集力を増 して受蝕性

減ず るの に有 効 で あ る ことが うかが わ れ る9）。

試扱団 場 に お いて 10 ア ール 当 りベ ン トナ イ ト 多 量 区

6 8k g， ベ ン け イ ト少量 区 756k g， 消石灰区 113kg

5 表 の とお

である。 この土壌 の性 質ほ全炭素 6．7％， 全 窒素0 ．43

P H 5・2】塩基置換容量 23・1m e・／100g で ある。土性

砂質埴壌土であつ て火 山灰質 である0 処理 は1955年 10

忙お こな い ， 1 956 年 5 月に表土 を採 集 した。粒径 2．5m

以上 の団粒 にほ差が見 られない02・5m m 以下では無処

石灰区間に顕著 な差 がないがベ ン け イ ト区は多

少畳区共に 2・5～ 0・25 m m の団粒が減 少 している。

トナイ トは受蝕性 の軽減 の可能性 があるが 耐水性

団 粒 は 増 さず む しろ 減 少 して い る 0 この 点 ほ 更 に 検 討 さ

れ ねば な らない と思われ るが，ベ ン け イ トの畝 閏及び

分散性 の大 きい ことと共 に腐植 に対す る影響 9）も考慮 さ

れねばな らないだ ろ う。

5・ 摘 要

耐水性構造 と仮比重 の時期的変化 と夙に対す る受蝕性

に及ばす影響を知 るために栃木県郡須野ケ原の受蝕性土

壌 とこれ に近接す る耐蝕性土壌 について検 討 した結果は

次 の 如 くで あ る。

1） 耐蝕 性土壌 は必ず しも耐水性粒子が多 くは な く，

乾燥状態 の土塊 の場合 とは一致 した傾向を示 さな い。

2） 耐水性団粒の時期的変化については一定 の傾向を

示さな い が ， 自然 状態 の 仮 比 重 につ い ては 春 よ りも夏又

ほ秋 に大 で あつた 。

3） ベ ン トナ イ ト添加に よ り火山灰土壌 では耐水性団

粒は増加 していない ことか ら風蝕に対する耐水性団粒の

もつ 意義 は直接的ではない ことが うかがわれた 。 （本報

文の一部ほ 昭和31年 9 月土肥学会 関東支部大会 に於 て講

演し，要 旨は講演要 旨集，第 3 集， 91貢に掲載 された）
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